































































遂に呉生に駅駟を仮して往きて写貌せしめ、回るに及ぶの日、帝その状を問う。奏して曰く、 「臣には粉本なし、並びに記して心に在り」と。後に宣して大同殿 於いてこれを図せしむ。嘉陵三百余里の山水、一日にして畢る。時 李思訓将軍あり、山水に名を擅にす。帝また大同殿に










































が天宝中に同時に彩管を揮ったとす のは難し 。そして、およそ、三百年後のわが国においては、呉道子に連なる素早 描く画風は、高く評価されなかった。そこ は十世紀末における巨勢弘高という優れた画家の登場が わが国の絵画評価のありようを変容させたというこ があるようだ。　
また、 『古今著聞集』の最後に唐突に常則 獅子の話が出てくるが、こ








録』の対比を敷衍す ならば、弘高 絵は、李思訓の様式に連な ものであ
挿図 （　（伝）展士虔筆　遊春図巻　北京・故宮博物院





































程度補完するも 言える。　『宋史』日本国条によれば、入宋僧 ・ 奝然の弟子 ・ 嘉因が端拱元年
（九八八）

















































































そして、 のことは、 「源氏物語絵巻」の画中画が、こ 絵巻が制作され













































































飛騨工挑語」 に 「大キナム人ノ黒ミ脹死タル臥セリ、 臭キ事鼻ニ入様也
（中略）











草』巻一には、 「巨先生に乞う画図に寄す」と題する詩が収載されるが、題には「時に先生、神泉苑監たり、たまたま遊覧を許さるによりて こ を乞いて献ず」
（ 『日本古典文学大系』本）
とあり、金岡が神泉苑監、つまり天皇





























































巻五には「江南の徐諤 画牛 得る。昼は欄外に噛草し、 は則ち帰りて欄中に臥す。持ちて以て後主煜に献じ、煜は闕下に貢ず。太宗 群臣に示すに俱に知る者なし。惟だ僧賛寧曰く「南倭の海水或るとき減ずれば則ち灘磧に微露あり。倭人方 諸蚌を拾う。腊中 餘泪数滴あ 、之を得て色に和して著す物、則ち昼隠れ夜顕わる。沃焦山、時 或風に撓み飄 撃たる 忽ちに石の海岸に落つるあり、これを得 滴水し色を磨き染め 物、則ち昼顕れ、夜は晦し」と」
（ 『唐宋史料筆記叢刊』本）
とある。なお『宋人軼事彙編』巻

























































を学んだものであったろう。また、中央に河水を挟み 彼此両岸 あらわす「一水両岸」の構成を基本とするこれらの山水表現から想起される は、延
挿図 （0　法華堂根本曼陀羅　ボストン美術館
挿図 （（　騎象奏楽図　正倉院





























挿図 （（　敦煌莫高窟第 （（（ 窟　文珠渡海図（部分）


































































































小野宮のおとゝ（藤原実頼、 九〇〇〜七〇） 、 ついたち障子に松をかゝ
せんとて、常則をめしければ、他行したりけり。さらばとて、公望をめ





















た要因であり、巨勢派の新たに請来された宋画に対する貪欲な姿勢のあらわれであるとされる。技法的に見れば、この松は白録の裏彩色を主体とし、表面からは粗い緑青を薄く刷いて松葉をあらわす墨線を彩色で覆わないように描かれている。 「ついたち障子」も絹本で った可能性が高く、裏彩色の技法が用いられてい こ も考慮すべきであろう。ただし、 「毛芋」という批評からは、その松葉の線描が「十六羅漢図」 そ よりも らに繊細な か細いものであったと推察し 方 良いだろう。　




物のごとし、 公茂以下、 今の体には成 なん。
（後略）
」という評言の「生
きたる物のごとし」という評価が前代以来 呉道子に連なるもの り、一方「今の体」 成立には、宋代絵画 関与し ということになる。ただし、冒頭に述べたように この間 変化には、盛唐 の様式から初唐の李思訓様式へ 回帰という現象も想定される であり、そうであ ば 当該期 五代から北宋絵画における唐画受容 様相をもあわせて検討し ければならないだろう。　
そこで注目すべきは、
（伝）
李思訓 「江帆楼閣図」 の松の表現に 「十六羅漢図」




原道長周辺に伝来していたことを想起 れば、このような新 もた され
挿図 （（　十六羅漢図のうち第十一尊者幅（部分）　
東京国立博物館










































































が描いた図は 優美なものと見なされた。道長の優美という評価 、彼の脳裏に、 『菅家文草』に記録された同じ 神泉苑 描いた 岡 屛風のイメージがあり そこからの様式の変化を見据えた上で ものであった で ない
挿図 （（　十六羅漢図のうち第一尊者幅（部分）　東京国立博物館
挿図 （（　白塔基台部山岳文　杭州白塔公園
















は遺されていない。ただし、公忠・公茂から弘高への様式変化のただ中において、画力はあま 評価されないなが も前者を評価しつつ後者の台頭にも対応せざるを得ない彼の状況や故実に詳しく冷静 性質が、 先にも引いた 『雅兼卿記』における天永元年 大江匡房の以下 評価からわかる。
　
深江は弘高よりはその名を得ず。しかるにかの時に屛風売りの人あ








































































































わが国九〜十世紀の山水画については、呉道子に見られる速筆からの離脱と濃彩細筆の重視、および盛唐の山水画における高さを強調し それ 初唐風を復古したような遠く広がる山水形式への移行にあると見なした。 して、そこには董源 代表される江南の山水図の部分的な受容も認めることができる。この二者がともに 「李思訓」 に近いとされたことも故なしと ない。　
そして、 それは、 具体的には、 先程来取り上げている、 初唐様式を示す
（伝）
展士虔「遊春図巻」 、南唐の董源「寒林重汀図」 、平安時代後期の「源氏物語絵巻」東屋一、 「源氏物語絵巻」関屋
（徳川美術館、挿図
（9）、神護寺「山水
屛風」と連なるものである。そのことは、たとえば、横長 面の左 水景をあらわし、右側上方に丸みを帯びた遠景の高山を配しつつ そ 手前 狭い空間に近景までの丘陵や林を描き、さらにそ 中 徒歩や騎馬の人物を散在させるという「遊春図巻」の構成と同様 もの 「関屋」にも認められることに端的にあらわれている。 また、 画面下方が大きく損なわれて るため近景の図様については明らかにし難いが、天喜元年
（一〇五三）
「平等院鳳





































これらの諸点については本稿の最後で考察したい。 そして、 付言するならば、この とが冒頭で述べたように為成に呉道子イメージが重ねられたことと関わるのではないかとも思われるのである。　
つまり、この時代の山水画の様式については、一つの様式が中心となり、































































中、中原の寺院壁画を中心とし 唐代の仏教絵画 多くが破壊されたも と想像されるが、こ 間、中和元年
（八八一）
黄巣の長安侵入によって僖宗が














































い長安、洛陽等の中央の画家が蜀に入ったことにより蜀の地に唐中央の絵画様式が移植された。一方で唐末の廃仏や五代の混乱 って長安や洛陽の寺院の多く 退転し、そこに描かれていた多彩な壁画が失われた。そして北宋が成立し、その都に新たに寺院が建設され 時 、そ 手本とな 得たのは蜀に遺る絵画であり、その制作にあたったのは、黄筌 ど、それらを学んだ蜀の画家たちだった。　
すなわち、それは唐中央の絵画様式に連なるものであり、画史類の記述か
ら特に道釈人物画の多くは 呉道子様を留め もの あったと予想される。たとえば、敬宗 宝暦年間
（八二五〜二七）
に成都および長安で活躍した蜀










































とあり、曹仲玄がその作画に多くの時間 要したことが知られる。それは、その完成度の高さと合わせて本稿の冒頭に述べた李思訓の作画態度および巨勢弘高 それとを彷彿させる。これら ことから南唐の仏教絵画が 速度感のある行筆と華やかな肥痩に特色を有する呉道子のそれから離 、細線による繊細なものに変化していたこ 予想さ 。た えば、 周文矩の 「顫筆」






































































































































様化」の内容についても、唐から五代 北宋へと至る中国における様式変化と連動したものであり、新たな文物 流入によっ 、先行様式である奈良平安初期のそれを意識的に回顧し 自らの嗜好を再確認したことが 「和様化」を促した 見なすことも きる。本稿は、そ 具体的な様相を十世紀の画家の評価を通じて確認 ようとす 作業に他 らない。すなわち、新たな文物の流入は、かつての唐代文化 絶対の規範とする価値観を相対化し 奈良から平安時代前期に至る自国 ありようを見直し 深く理解する契機与えた。ことに絵画 関し 言えば、それは盛唐 呉道子様 の離脱であったのではないだろうか。　
そして、わが国の過去の様々な様式、ここで注目したいのは李思訓に代表
される呉道子に先行する様式と新たな外来の 式 同じく呉道子様式か 離れた南唐、 越国等の江南地方 様式、の双方を自らの美 照らしなら吸収することで新しい造形が生み出され 。そ 中心となったのは、藤原道長に代表される藤原摂関家 人々であり、これまでに てき ように十世紀の画師たちを後援し 評価 た も彼らであった
　
唐末から五代にかけての中国では、大規模な仏教排斥が行われた。それは
堂塔の破壊や仏像、壁画を含む仏画の廃棄を伴うものであった。その中で、中国南部、杭州を都とし、領内に天台山を擁した銭氏の呉越国は、天台宗を中心とした仏教復興にいち早く乗り出し、国内で失われた仏典を高麗や日本に求めた。ここにわが国の山水図が江南 流入し、また江南の絵画様式がわが国 流入する端緒が開ける。先に見たよう 呉越 所縁の絵画が白描図像としてわが国に多く伝存してい ことも故無しとは ない。　
先に述べたように北宋初期には、呉越国や南唐の仏教文物が数多く開封に




れは、釈迦在世中 中インドの優填王が造立し 釈迦像 模したも であった。 この像は北宋太宗から賜与された勅版一切経等とともに入洛、 藤原兼家実資等の貴顕の熱心な信仰を受け 清凉寺「釈迦如来立像」である。　
さらに奝然とその弟子たちによってわが国 もたらされた文物として、清











が知られる。 また、 一切経および新訳経典についても法成寺 納められた。 応



























































のうち「帝釈天像」脇侍の衣文にあらわれる。この は十一世紀に入り、呉道子様式が北宋において復活したこと その受容がわが国 おい も行われていたことを物語る。このことと『新猿楽記』において弘高を呉道子の枠組みで捉える には関連があるだろう。　
さて、奝然請来の「十六羅漢図」に議論を戻せば、先に概観したように奝












































世紀後半にすでに天台山の絵画化が行われていたと見られる。ただし、その内容は、 「遊天台山賦」の冒頭に「天台山は、蓋し山岳の神秀なり。海を渉れば則ち方丈蓬萊あり。陸に登れば則ち四明天台あり。皆玄聖 遊化する所、霊仙の窟宅する所」とされ、神仙 住処としてのそれであったと見 せる。そして、蔵中氏の指摘からは、 「遊天台山賦」に「赤城霞起而建標、瀑布飛流以界道」 とある天台山の南方に聳える赤城 と山中の瀑布
（石梁瀑布）































































の天台山の景観を描い 屛風は、 「山水の変」以降、李思訓から呉道子に至る山水表現を反映した山水図であった 見なせる。そして 先に述べたように天台 という場が仏教 神仙 が習合する場であった とからは、それが神仙 相応しい青緑 主と 着彩の山水図であったものと考えられよう。　
様式についてはこのような推察が成り立つが、その画題については、特定














選び、 友人のために表進す。 秘して省閣にあり。 常に自ら洪谷子と称す。人に語りて曰く「呉道子画く山水、筆あるも墨なし、項容は墨あるも筆なし、吾は当に二子の長ずる所を採りて一家の体を成さん」と。故に関同北面 てこれに事う。 四時山水、 三峰 桃源、 天台等図あり世に伝わる。















とあり、勾龍爽の作とされた山水図の緑青で彩られた岩の彩色の下に荊浩の落款が見出されている。この彩色が全て勾龍爽の作品となすための加筆である可能性も るが、完成した水墨画の上から後世に岩絵の具で彩色することは、画像としていかにも不自然であり、当初 彩色があったものの後世に補彩がなされ、その部分の下から落款が見出されたも と見なし い。　
よって荊浩にも着色の山水図があり、唐代以来の伝統に基づく天台山図
































































以外にこの時代に呉越国や北宋からわが国 伝えられたことを示す史料には恵まれていない。ただし、先に見 ような日中間 様式における共通性が、従来指摘のあるよう 「鎖 的な状況下」で日本的な心性の発露によって、身近な風景を絵画化し ことにより生じ とは わかには考え難い。なぜなら 「十六羅漢図」や平等院鳳凰堂壁扉画 は、 の と 見し難い山容表現が認められるからであり、また、十世紀における呉道子様式からの離脱は、中国で起こったそれを敷衍するよう わが国の化をも規定しているから ある。　
最後に残された課題は二つ。一つは、十一世紀の北宋において呉道子の様
式が復活したのはどのような事情によ のかということである。この点については、北宋初期 仏教尊崇の潮流 次第に道教へと変化していくこと、士大夫階級の成熟といった状況が想定されるよう 思われる だが、後考に俟ちたい。残り一つはこのような絵画様式に対する歴史観が、わが国のいつの時点で形をなしたかであろう。今回取り上げた史料 は鎌倉時代の『古今著聞集』が多く登場 いた。実際の絵画様式の変化とそれをある歴史観 持



















































相については、唐宋彫刻の実態を把握した上で、これを包括的に論じた根立研介氏の研究がある。根立研介「彫刻史におけ 和様の展開と継承をめぐって」 （ 『哲学研究』第五八三号、二〇〇七年） 、同氏「国風文化論と美術」 （京都大学大学院文学研究科編『世界の中の「源氏物語」その普遍性と現代性』 、 臨川書店、 二〇一〇年） 。
（











『宋史』 「職官志」 五 「少府監」 の条に記される宮中の絵事に関わる 「後















































詩、即ち朝綱、文章博士橘直幹、大内記菅原文時也。参議大江維時詔を蒙りて評定す。采女正巨勢公忠画、 左衛門小野道 書、 並びに当時 秀才也」 （ 『群書類従』本）
（






































































入蜀時将梁隋唐名画百本、至今相伝」 （ 『益州名画録』巻上、趙徳玄条） 。 『図画
見聞誌』巻二（ 『画史叢書』本）趙元徳の項には「偶唐季喪乱之際、得隋唐名手画様百余本、故所学精博」とある。




























































（薄井俊二 『天台山記の研究』 、 中国書店、 二〇一一年） によれば、
唐の神邕（七一〇〜七八八）に「山記」もしくは「山図」と呼ばれる天台山の地誌があったと見られる。陳耆卿『嘉定赤城志』 （嘉定十六年＝一二二三年序）巻二一に「神邕山図」 、王象之『輿地紀勝』 （宝慶三年＝一二二七年序）巻一二に「天台山図曰」として引用される。ただし、十一世紀の初頭における当該書 受容は明らかではない。 『宋高僧伝』 （端拱元 ＝九八八）巻一七 神邕伝」には「末遊天台、又纂地誌両巻」とあり、神邕自身が天台山の地誌を編纂したこと自体 当該期に知悉されていた。　
と
ころで、徐霊符『天台山記』 （宝暦元年＝八二五、最古写本は国立国会図書館
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